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１．施設諸元 

成田用水 
利根川水系 利根川 

管理開始：1981 年 4 月 1 日 

目    的  

新規利水 
 農業用水 

  川治ダムを水源として最大毎秒 3.25m3/s の水を取水し、2ヶ所の揚水機場と幹線水路約 25km 及び支線水路 

約 8km によって送水し、千葉県成田市他 3町の空港周辺の農地に畑地かんがい及び水田用水の供給を行う。 

 
許可水量一覧 

期別 夏期かんがい期 冬期かんがい期 

期間 4 月 6日～6月 10 日 6月 11日～8月 31日 
9 月 1日～3月 20

日 
3 月 21 日～4月 5日 

最大取水量 m3/s 2.51 3.25 0.68 1.16 

 

 

諸    元   

1. 取水口導水路 

 位置   千葉県成田市西大須賀 

 開水路(コンクリートブロック積) 延長 70 m 

 

 堤防樋管(鉄筋コンクリート造) 延長 95 m 

 制水門扉（主副） 4 門 

2. 揚水機場 

新川揚水機場 
  揚水量  最大 3.25 m3/s 

  構造   両吸込渦巻ポンプ 5 台 

           導水路  延長 22 m 

           沈砂池    1 箇所 

          吸水槽    1 箇所 

           制水門扉   4 門 

           除塵機     2 台 

      魚類迷入防止装置 １式 

 

小泉揚水機場 

  揚水量  最大 2.45 m3/s 

  構造   両吸込渦巻ポンプ 3 台 
       中継水槽 1 箇所 
             吸水槽  1 箇所 
             分水工  2 箇所 

 

3. 用水路 

 幹線水路 

 成田幹線    延長 5,865 m(取水施設) 

         延長 3,032 m(水路施設) 

 多古芝山幹線  延長 12,044 m 

 二川幹線    延長 4,248 m 

 

支線水路 

野毛平支線  延長  312 m 

多古支線   延長 2,183 m 

高田支線   延長 5,251 m 

4. 加圧機場等  加圧機場及びファームポンド 4 箇所 
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用水系統模式図  
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２．水質基本情報 

（１）水質基本情報図 
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（２）主な取水状況 

取水 

地点 

浄水場

地 点 
取 水 者 情 報 取 水 地 点 使用用途 

１  成田用水土地改良区  
利根川右岸（成田市） 

（成田用水幹線水路） 
農業用水 

１  根木名川土地改良区  
利根川右岸（成田市） 

（成田用水と共用施設） 
農業用水 

＊農業用水は各分水口から取水されているため、取水地点は取水口地点としている。 

＊１は成田用水利水者（成田用水土地改良区）。 

 

 

（３）環境基準点 

環境 

基準点 
水    域 地 点 名 称 該 当 類 型 機構測定地点 

１ 利根川下流，利根川中・下流 布川 河川Ａ，河川生物Ｂ  

 

 

（４）環境基準類型指定（2022 年 4 月） 

 成田用水の新川機場がある利根川の水域は、河川Ａ類型および河川生物Ｂ類型に指定されている。 

１）利根川下流，利根川中・下流 

環境基準

類型区分 
類型指定年 項 目 及 び 基 準 値 

河川Ａ 昭和４８年 

ｐＨ ＢＯＤ ＳＳ ＤＯ 大腸菌数 

6.5 以上 

8.5 以下 
2mg/L 以下 25mg/L 以下 7.5mg/L 以上 

300 CFU 
/100mL 以下 

河川生物

Ｂ 
平成２１年 

全亜鉛 
ノニル 

フェノール 

直鎖アルキルベ

ンゼンスルホン

酸及びその塩  

0.03mg/L 以下 
0.002mg/L 

以下 

0.05mg/L 

以下 
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３．水質調査の実施状況
（１）2022年　調査実施状況（項目、測定地点、測定回数） （年測定回数：回）

新川機場
多古

ﾌｧｰﾑﾎﾟﾝﾄﾞ
高田

ﾌｧｰﾑﾎﾟﾝﾄﾞ

透明度 12 12 12
臭気 12 12 12
水温 12 12 12
溶存酸素（ＤＯ） 12 12 12
水素イオン濃度（ｐＨ） 12 12 12
化学的酸素要求量（ＣＯＤ） 12 12 12
浮遊懸濁物（ＳＳ） 12 12 12

環境 全窒素 12 12 12
項目 アンモニア性窒素 12 12 12
など 亜硝酸性窒素 12 12 12

硝酸性窒素 12 12 12
全りん 12 12 12
オルトリン酸態リン 12 12 12
クロロフィルａ 12 12 12

備　考 ・12回：毎月測定

調　　査　　項　　目

幹線水路
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４．2022 年 水質の概況 

 
（１） 施設全体の水質の概況 

2022 年の成田用水の水質状況は、経月変化では過去 5 年平均と比較すると水温が 7 月でやや高くそれ以外の月は低い

くかったものの、経年変化においてはほぼ横ばいであった。 
 
（２） 地点毎の水質の状況 
１）新川機場 
 2022 年の経月変化では、pH は 2 月の 8.7 を除き 7.3～7.9 とほぼ横ばい、DO は全ての月において 5mg/L は下回らな

かった。また、過去 5 年平均と比較すると、COD は 8 月で若干高く、1 月及び 6 月は低くなった。SS は 2 月～5 月、7
月、8 月で高く、クロロフィル a は 2 月、8 月は高く、3 月、5～7 月は低い傾向であった。全窒素は年間を通して低い傾

向を示した。全りんは高い傾向を示し、特に 3 月は高い値を示した。 
 2022 年の年平均値または 75％値は、環境基準値を満足した。経年変化においては SS と全りんが増加傾向を示し、そ

の他の項目はほぼ横ばいであった。 
 
２）高田ＦＰ 
 2022 年の経月変化では、pH は 7.2～7.7 とほぼ横ばい、DO は 7 月～11 月において 5mg/L を下回った。また、過去 5
年平均と比較すると、COD は 3 月、9 月、10 月は高く、SS は月でバラツキはあるものの若干高い傾向、クロロフィル a
は月でバラツキはあるものの低い傾向であった。9 月及び 10 月の全りんは高い値を示した。 
 2022 年の年平均値または 75％値は、経年変化において DO は減少傾向を示し、その他の項目はほぼ横ばいであった。 
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５．2022年　水質調査結果

(1)一般項目、生活環境項目、富栄養化関連項目
測定項目 地点名 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 最小 最大 平均

水温 新川機場 3.5 5.5 9.5 16.2 19.3 21.6 26.6 29.0 25.5 18.9 16.2 10.1 3.5 29.0 16.8

（℃） 高田ファームポンド 7.5 7.5 11.1 16.0 19.7 21.8 28.0 30.0 26.1 20.1 18.0 15.0 7.5 30.0 18.4

水素イオン濃度（ｐＨ） 新川機場 7.8 8.7 7.9 7.7 7.3 7.3 7.4 7.7 7.6 7.7 7.8 7.8 7.3 8.7 7.7

高田ファームポンド 7.7 7.6 7.6 7.5 7.3 7.2 7.4 7.5 7.5 7.5 7.5 7.6 7.2 7.7 7.5

化学的酸素要求量（ＣＯＤ） 新川機場 2.6 4.6 4.9 4.6 4.4 2.7 4.1 4.9 3.7 2.6 2.7 2.9 2.6 4.9 3.7

(mg/l) 高田ファームポンド 2.0 1.9 4.1 2.9 3.2 3.4 3.3 2.9 3.9 3.3 2.3 2.3 1.9 4.1 3.0

浮遊懸濁物（ＳＳ） 新川機場 3 10 9 12 16 3 24 15 3 4 2 2 2 24 9

(mg/l) 高田ファームポンド 2 3 2 1 1 1 1 1 4 2 2 3 1 4 2

溶存酸素（ＤＯ） 新川機場 12.0 15.0 14.0 9.7 7.6 6.3 6.6 7.7 6.7 6.3 8.4 9.2 6.3 15.0 9.1

(mg/l) 高田ファームポンド 9.0 10.0 9.0 7.5 6.2 5.1 3.5 4.6 <0.5 1.6 4.5 5.2 <0.5 10.0 5.6

全窒素（Ｔ－Ｎ） 新川機場 2.70 2.90 3.20 1.70 1.70 1.60 1.80 1.80 1.60 2.40 2.70 2.40 1.60 3.20 2.20

(mg/l) 高田ファームポンド 2.10 2.80 2.90 1.60 1.30 1.10 1.50 1.50 1.70 0.90 1.10 2.30 0.90 2.90 1.70

全りん（Ｔ－Ｐ） 新川機場 0.100 0.140 0.190 0.110 0.110 0.081 0.130 0.130 0.089 0.095 0.120 0.120 0.081 0.190 0.120

(mg/l) 高田ファームポンド 0.087 0.091 0.110 0.037 0.053 0.050 0.066 0.085 0.470 0.240 0.073 0.082 0.037 0.470 0.120

クロロフィルａ 新川機場 7 61 9 31 13 3 8 26 8 3 2 1 1 61 14

(μg/l) 高田ファームポンド 1 1 1 2 3 2 3 4 2 2 3 2 1 4 2
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６．2022年　水質の経月変化

（1）成田用水新川機場
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（2）成田用水高田FP
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7．2022年　水質の経年変化

（1）成田用水新川機場
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（2）成田用水高田ＦＰ
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８．水質保全設備

施 設 区 分 遮光

・遮光板（六角フロート） 

設 置 目 的 アオコ発生防止

設 置 時 期 2002～2004年度

施 設 構 造 等

下記ファームポンド（FP)に通年設置し、運用している。
・遮光板（六角フロート） 野毛平FP、多古FP、芝山FP、高田FP

形 式

２ ０ ２ ２ 年
運 用 実 績

六角フロート

成田用水



施 設 区 分 分割化

・コンクリート壁による分割化

設 置 目 的 濁水流出の抑制

設 置 時 期 2012年度（野毛平FP）、2020年度（新川機場・高田FP）、2021年度（芝山FP）

施 設 構 造 等

２ ０ ２ ２ 年
運 用 実 績

・新川機場、野毛平FP、芝山FP及び高田FPにおいて、堆積土砂の撤去を容易にすること
等により下流末端水路への濁水流出を抑制するよう、コンクリート壁によるファームポンドの
分割化を行っている。

形 式

ファームポンド分割化

成田用水
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